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( 科目コード：8102320004MM)

【改訂】第 2 版（2010-03-23）
【科目】流体工学 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・4 年次
【担当教員】

石澤 静雄
高橋 秀夫

【授業目標・教育方針】
・流体の持つ種々の性質について理解する．
・平面板、曲面板に作用する静水圧による力の求め方、浮力について理解する．
・コントロールボリュームの概念を理解し、質量保存則、運動量保存則を用いた計算ができる．
・ベルヌーイの定理を理解し、様々な問題への応用ができる．
・次元解析の概念を理解し、次元解析を用いて流れに関する現象が解析できる．
・粘性流体の管路内流れに関する重要な現象について理解する．
・揚力と抗力について理解する．

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 45 時間である．我々の生活に水や空気は無くてはならないものである．人間は、水や空気が
なくては生きてゆけないが、一方、水や空気の性質を巧みに利用している．ポンプ、エンジン、船舶、航空機等の設
計に当たっては、これらの流体の性質を詳しく理解することが必要である．流体工学は機械工学の基礎をなす重要な
科目であり、工学上の多くの分野に密接に関係している．流体工学 I では、主に水力学と呼ばれる分野を扱う．
水力学は、工学に密接に関わる流体の現象を、経験的な事実と簡単な理論をもとにして、効率よく結びつけたもので
ある．水力学の理解は、もう１つの大きな学問分野である流体力学への発展の基礎になる．

【教科書・教材・参考書 等】
北川能監修　ＳＩ版水力学（基礎と演習）　パワー社

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%
［後期］中間試験：35%，期末試験：35%，レポート：30%

【本校の学習・教育目標】
○ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：流体工学 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回～ 2 回 流体の性質 ・単位
・密度、圧縮性、弾性係数、粘性

3 回～ 7 回 流体静力学 ・静止流体内の圧力
・圧力の測定
・平面板、曲面板に作用する圧力
・浮力
・相対的静止の状態にある液体

8 回～ 10 回 連続の式 ・コントロールボリュームの概念
・質量保存の法則と連続の式
・定常流れにおける連続の式
・１次元流れと連続の式

11 回～ 15 回 ベルヌーイの定理 ・オイラーの運動方程式
・ベルヌーイの定理
・ベルヌーイの定理の応用

レポート

16 回～ 18 回 運動量の法則 ・検査体積と運動量の法則
・定常流れにおける運動量の法則
・運動量の法則の応用

19 回～ 20 回 運動量モーメントの法則 ・運動量モーメントの法則
・運動量モーメントの法則の応用

21 回～ 22 回 次元解析と相似則 ・バッキンガムのπ定理
・相似の条件と相似則

23 回～ 26 回 管路内の流れ ・層流と乱流
・円管内の流れと管摩擦損失
・層流、乱流における管摩擦損失
・管路における種々の損失

27 回～ 30 回 抗力と揚力 ・抗力係数
・境界層
・平板の摩擦抗力
・円柱まわりの流れと抗力
・揚力

レポート
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